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The moth-fauna of Sugadaira plateau and its suburbs. Addenda 1 

はじめに

菅平高原およびその席辺の蛾相については小林-宮田 (1968)によりまとめられ， 1967年12

月現在で33科720種が記録がされているO 筆者は蛾類の生態学的研-究の目的で1970年から1971

年にかけて東京教育大学理学部付震菅平高原生物実験所で夜間採集を試みた。その結果，現在

までに同定の完了した大蛾類について， 5科52種の菅平未記録種を確認できたので，ここに追

加報告する O なおメイガ，ハマキガ等の小蛾類も多数採集したが，未同定のものが多く，本報

告からは除外した。

報告に際し，本報告の母体である筆者の卒論研究に終始懇篤な指導助誌を与えられた三島次

郎先生，採集その他の便宜をはかられた実験所の安藤搭博士，および金森正直氏に深く感謝

し，標本の一部の同定をお願いし，種々御教示を得た小林俊樹氏，杉繁郎氏，卦二上究博士:にも

厚くお礼申し上げる。

工〉 採集調査方法

蛾の採集は，実験所本館塁上に lighttrapを設詮して行なった。用いた lighttrapは20¥iV

の blacklightを光源とし，その外側に 3枚の障壁板を索直に配置したもので，いわゆる

Texas typeの trapであるc 採集効率を:t慢すために障壁板にお電圧のかけられる篭極を貼っ

た。

採集は次の各期間に行なった。

1970年:7月21日，.....，27日 8月1日，.....，8日， 8月16日，.....，22日O

1971年 5月2813，.....，30日 6月23日，.....，25日 7月2713，.....，29日 9月2813，.....，30日O

豆〉 記録の形式

1. 本報告は筆者の採集品のみについて作成した。記録された標本は東京教育大学理学部動

物生態学研究室および筆者が所蔵しているO

2. その他の記録形式は小林-宮田の報告にしたがった。

]1) 峨類目録

GEOMETRIDAE シャクガ科 LARENTIINAE ナミシャク亜科
STERRHINAE ヒメシヤク亜科 2. Acasis viretata HUBNER 

1. Probleρsis riminota PROUT ノレリオビナミシャク 7下

ウススジオオシロヒメシャク 7下 3. Dysstroma japonica HEYDEMANN 

※ 東京教育大学理学部開属菅平高原生物実験所業績第21号
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フタテンナカジロナミシャク 5T 

4. Electroρhaes corylata granitαlis BUTLER 

キンオピナミシャク 7 -r 
ENNOMINAE ェダシャク亜科

5. Baρfα distans W ARREN 

ウスオピシロェ〆シャク 5下

6. Cleora insolita BUTLER 

ルリモソエダシャク 5下

菅平ーでは本穐の近縁種C.cinctria fumata INOUE 

キクノレリモンエダシャクがすでに記録されており，

北海道東部とi苛様にこの2績が混悼することにな

る。

THY A TIRIDAE トガリバガ科

7. Paraρsestis umbrosαWILEMAN 

ウスジロトガリパ 7下

8. Tethea dutlaris LINNE 

フタテントガリパ 7下， 8 J二

NOTODONTIDAE シャチホコガ手ト

9. Pheosia fusifonnis MATSUMURA 

シロジマシャチホコ 1 O 26. vn. '70， 
1 ~ 29. VJI. '70， 

10. Gluρhisiα crenata iristi・S GAEDE 

コブタオピシャチ;-j-，コ 1 ~. 26. ¥1I. '70， 

l ♀ 29. ¥1f. '71. 

NOCTUIDAE ヤガ科鼻

APRTELINAE ケンモン亜科

11. Aρatele hercules C. et R. FELDFR 

シロシタケンモン 8上，中

HELIOTHIDINAE タバコガ亜科

12. Raghuva fervens BUT、LER

ニセタパコプ'l 1 ~ 22. VJf. '70， 
8) 5) 

稀な種で長野県内からは松本市，東筑摩郡生坂村

からの 2例が知られるのみである。

NOCTUINAE モンヤガ亜科

13. Euxoa sp. 1 O 2. VJll. '70， 

本種は広ごとr1l， 北アノレプス， 南アノレプス， 八ヶ

岳，浅間IJ..Iなどの海抜2000111付近で採集されてい

る。 E.sibirica ウス〆ロヤガに似るが，杉繁郎氏

によれば種名はまだ切らかでなし、。

14. Hω'monassα cecilia BUTLER 

クp クモヤガ 5下

HADENINAE ョトウガ亜科

15.λグamestrailloba BUTLER 

シロシタヨトウ 8上

16.λグythimnadz'veryens BUTLER 

ナガフタオピキョトウ 7下， 8上

17. Leucania inornαta LEECH 

ツマアカキョトウ 1o 23. VJ. '71. 1o 

24. VJ. '71. 

CUCULLIINAE セダカモクメ亜科

18. Dryobotodes ]うryeriLEECH 

プライヤオピキリガ 9下

19. Lithoρhane socia HUFNAGEL 

ナカグロホソキリガ 5下

20. L. consocia BORKHAUSEN 

シロクピキリプ/ 9下

21 X anthia icteritiαHUFNAGEL 

モンキキリガ 1 o 28. JX. '71 
22. X. tunicata GRAESER 

オオモンキキリガ 9下

23. Telortα diver gens BUTLER 

ノコメトプJ、.リキリガ 9下

24. T. edentata LEECH 

キトプfリキリガ 9下

AMPHIPYRINAE カラスヨトウ亜科

25. Aραmea striata HARUTA 

スジアカヨトウ 8ーと

26. A. cuneata LEECH 

ヒメカノミマダラヨトウ l ♀ 2. V彊. '70， 

27. A. remissa HUBNER 

マツバラシラクモヨトウ 1 ~ 27. vn. '71， 
本州からの採集例は極めて少なく，長野県末記録

4) 4) 1) 

種である。既知産地:北海道(標茶，斜里，札幌)，
3) 4) 

新潟県弥彦山，群馬県熊ノ平c

28. A. miηor SUGl 

ヒメキイロヨトウ 1 ~ 27. vn. '71， 
長野県には数カ所の産地が知られる。

29. Luρerina hedeni GRAESER 

ミヤマチャイロヨトウ 1 ~ 1.噛 '70，

30. Euρlexia sρlendida SUGI 

シロモンアカガネヨトウ 1 o 29. V. '71， 

31. Nonagriα tur)うisBUTLER 

テンオビョトウ 8上

32. Lajうhygma exi gua H UBNER 
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シロイチモジョトウ 1δ 16. VilL '70 

33. Cosmia af finis magna WARREN 

ニレキリガ 7下

34. C. cara BUTLER 

ミカヅキキリガ 1♀ 1 .溜. '70 

35. C. unicolor STAUDlNGER 

ミヤマキリガ 8上，中

36. Dadica truncijうennisHAMPSON 

ヒメサピスジヨトウ 5下

37. Chasminodes cilia STAUDINGER 

ウススジギンガ 7下

EUTILIINAE フサヤガ産科
38. Eutelia blandiatrix Gu部長E

コフサヤガ 7下， 8上

NYCTEOLINAE キノカワガ亜科
39. Iragaodes nobilis STAUDINGER 

マエキリンゴ'f 7下

ACONTIINAE コヤガ亜科
40. Jasρidia jうygargaHUFNAGEL 

ツロフコヤガ 7下

41. N aranga aenescens MOORE 

ブタオピコヤガ 7ふ下

PLUSIINAE キソウワパIffi:f-+
41. Syngraρha ain HOCHEN¥VARTH 

キシタギンモンウワパ 1 O 3 .閣 '70

43. Autographa amurica STAUDINGER 

IV) 考察

オオムラサキキンウワバ 1 O 29. VlI. '71. 

1 O 28. lX. '71 

44. Chrysoduxis albostn"ata BREMER et GREY 

エゾギクキンウワバ 9下

45. POlychrys，'a aurata STAUDINGER 
アカキンウワバ 1 O 26. vrr. '70 
CA TOCALINAE シタパガ亜科
46. Catocala dU1うhcataBUTLER 

マメキシタパ 7下， 8上

47. Parallelia間 aturataV/ ALKER 

ムラ→ナキアシブトクチハ ]♀ 17. ¥暫 '70，

1 <;? 28. lX. '71. 

48. 01うよ1問saolista S¥¥'INHOE 

コヘリグロツタパ 1 <;? 22. VlI. '70 

49. Paragabara flavomacula OBERTHUR 

キポッアッパ 7lご

HYPENINAE アッパ弔{科
50. Hyρena whitel yi BUTLER 

ホソプツパ 5下

51. H. belinda BUTLER 

ナカジロアッパ 5下. 8.1:. 111 

ARCTIIDAE ヒトリガ科
ARCTIINAE ヒトリガ車.科
52. Sρilarctia lewisI1: BUTLER 

クロフシロヒトソ 6T 

今回記録した大蛾類は目録に示した通り 5科52種である O 菅平に産する蛾類のうち，菅平に

多産する種，あるいは個体数は多くないが，毎年確実に発生している種の大部分は小林-宮田

の目録に，すでに記録されているO したがって，本目録に記録したf~のうち，クロクモヤガお

よびセダカモクメ亜科のうち，秋に出現する種の一部を除くと，し、ずれも菅平では個体数の少

ない種ばかりであるO きて今回記録した52種のうちヤガ科は41種で全体の約4/5を占め，菅平

にヤガの多いことを示している O ここでは，小林-宮田の報告にならい，種数の多いヤガ科に

ついて若干の考察を加えたい。

1) ヤガ科亜科別語数について

表1に明らかなように，菅平には今回記録した41種を加えると1971年9月現在合計323種の

ヤガが知られる O 長野県からは1970年11月現在669種のヤガが知られており，菅平には，その

約1/2が生息することになるO しかし，菅平の亜科別の種数を長野県全体のそれと比較すると，

各亜科毎にその割合がかなり異なる O つまり，長野県全体と比較すると，菅平にはコヤガ，シ

タパガ，アッパ，クノレマアッパ亜科等のi援地性の種を多く含む亜科の種が少なく， キンウワ

パ，モンヤガ，ウスベリケンモン亜科の種が多し、。これは菅平がきわめて寒冷な土地であるこ
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表 1 菅平と長野県全d弘ャ刈の比較 とと，キンウワペモンヤガ亜科の種数が，

i長野県i菅平|若干x100 特に多いことに現われているように，これら
張 料 名 l仰 83I (附)I長野県 の理科の基本的食草が革本であることを考え

PANTHEINAE 6 I 4 (0) 67 ると，実験所の周辺一帯の草原植生を反映し
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なお，菅平では，セダカモクメ亜科が15種

しか知られていないが，これはこの亜科の大

部分が，早春あるいは晩秋に出現するために

採集が不十分なためと思われ，将来さらに多

2) カラスヨトウ・シタパ指数(AC指数〉

小林-宮田は菅平のヤガの分布を下の 5分布型に分けた。

① 仁iコ部山岳地帯，北海道に普通で，本州の南，四面，九州の!上i地で、も採れるが，低地帯で

は殆んど採れない。

② 仁iコ音g山岳地帯と北海道に産するもので，①のように本州の南部や四密，九州の産地は知

られていない。

③ i中jヤコ部i仏山よ勾!岳j地也ブ方7以外の産j地也は全く知られていない種O 分布のよくわカかミつていない種もある

ので

③ 二北i化ヒ海道には産しないが， 1関羽西， 四国， 九川什州'1のi山ιωj地世および{低尽地と共通する種O
⑤ 日本全土に分布する種で， {.忌地および山地に産し，その一部は汎世界的な分布をしめ

すO

今回記録した41穏の大部分もやはり上の5分布型のどれかに属するO 菅平では①と②がヤガ

の中心をなしているが，今回も16種が①と②に属するO ②に属するものにはセダ、カモクメ亜科

のうち秩に出現する種，例えばプライヤオピキリガ，ナカグ、ロホソキリガ，シロクピキリガ，

モソキキリカ¥オオモンキキリガ等があり，春と秋の採集を十分に行なえばこの仲間はさらに

ふえる可能性がある。②には他にマツバラシラクモヨトウ， ミヤマチャイロヨトウ，アカキン

ウワバ等の産地が局限された珍しい種が窟JするO
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③に属する種にはEuxoasp. ツマアカキヨトウ，シロモンアカガネヨトウ，半シタギソモン

ウワバ等があり，これらはいずれも本州中部地方のかなっ深い山地に産するものばかりであるO

④に属するものの多くは暖地性のヤガで，菅平ではこれらの種数，個体数ともに少ない。今

思も緩地性の種であるヒメカバマダラヨトウ，コヘリグロシタバが各1頭ずつ記議されたにす

ぎない。

⑤にはシロシタケソモン，クロクモヤガ，シロシタョトウ，ノコメトガリキザガ，テソオピ

ヨトウ，シロイチモソジヨトウ，エゾギクキンウワパ，コフサヤガ，ムラサキアシプトクチバ

等の平地あるし、v訂正山地に多い種が属するが，菅平でで、(は土クロクモヤガを除くといず

はあまり多くなし、、O 

以上まとめると，本目録のヤガ41種のうち①，②，③に属する山地位あるいは寒地性の種が

20種，④，⑤に属する低地性， 1援j也性の種が19種，その抱2掻となる。
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Summary 

1. In this paper 52 species belonging to 5 families of moths (Macrolepidoptera) collec-

ted at Sugadaira plateau (1970-71) were added to the list of moth-fauna of Sugadaira. 

This brings the total number of species of moths found in the Sugadaira area to 772 

belonging to 33 families. 

2. 669 species of Noctuid moths have been found in Nagano Prefecture and about half 

of these are found in this area. 

3. A comparison of subfamilies of Noctuid moth-fauna of Sugadaira with those of 

Nagano Prefecture shows that Noctuinae and Plusiinae moths whose food plants are 

principally herbs are numerous in Sugadaira， but Acontiinae， Catocalinae， Hypeninae and 

Hermininae moths， which are most1y southern species， are few. 

4. The Amjμ〉鴻hi伊lρりyrバi1仰t似αe-心.

therto reported in Sugadaira. 

5， The Noctuid moth-fauna recorded here (41 species)訂emost1y northern or mountan-

ious species (20 species) and southern or lowland species (19 species). 

(東京教育大学理学部動物学教室:Zoological Institute， Tokyo Kyoiku University) 



小林:符予の:披類(補泣 I) 1972 

1. Raghuvα fervens BUTLER 5. Aραmeα remissαHUBNER 

ニセタノミコプf マツノミラシラクモヨトウ

2. Euxoa sp. 6. A. 1ninor SUGI ヒメキイロヨトウ

3. EuρlexiαsρendidαSUGI 7. Autogrαρha a1nuricαSTAUDINGER 

シロモンアカガネヨトウ オオムラサキキンウワパ

4. Luρerinα henei GRAESER 8. Polychrysiααμrata STAUDINGER 

ミヤマチャイロヨトウ アカキンウワパ
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